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HAPPY PARK プロジェクト

2020年事業報告書



HAPPY PARKプロジェクトの活動の背景

いろんな特技を持つ⼈の能⼒を発揮する場がない

特技を必要とする⼈が出会う場がない

特技を持つ⼈孤⽴してつながれる場がない

わくわくして社会とつながれる場が少ない

フリーランスが増え、場が必要

⼦育て中の⼤⼈の声を届ける場がない

オンラインでも場が必要

取り組んでいる社会課題

2019年の実績

⽇時︓2019年5⽉18⽇(⼟) 10:00 - 18:00
場所︓サンロード新市街アーケードと花畑広場
主催・企画︓HAPPY PARK

HAPPY PARK
~街中×子育て×遊園地~

「ママがHAPPYだと皆もHAPPY」

HAPPY PARK
~街中×子育て×遊園地~vol.2

⽇程︓2019年11⽉30⽇(⼟)、12⽉1⽇(⽇) 
時間︓10:00 - 17:00

場所︓サンロード新市街アーケードと⾟島公園

「⼦どもの笑顔で ⼈も街もHAPPY」

来場者数１日で約1万人 来場者数2日で約3万人 ※その他小規模マルシェ2回開催



益城子ども農園プロジェクトさんより、
益城町で生まれた子どもたちに贈るファーストにぎにぎのデザイン制作の依頼

2020年の活動：「ファーストにぎにぎ」デザイン委託

①出店者の中からファーストにぎにぎの
デザイン案を募集（2019年末）

⇓
②エントリー頂いた案を年明けに先⽅に

⾒て頂き
⇓

③先⽅が決定された⽅には１⽉中にサン
プルを制作頂く

⇓
④サンプルが完成したら、仮設住宅にお
住まいの⽅を中⼼に縫製制作される。

⇓
⑤謝礼がデザイン考案者に⽀払われる

デザイン委託の流れ ◯益城⼦ども農園プロジェクトさんが
益城町で育てた綿（わた）を使って制作

◯益城町で⽣まれたすべての⾚ちゃんに
配られる計画。（約年間300⼈）
（新型コロナの影響で計画は遅れている）

◯HAPPY PARKマルシェに出店経験のある
作家さん3名がデザイン案をエントリー



2020年1月29日 大西一史熊本市長と面談

2020年3月11日
「一斉休校子育てママ・パパたちの声アンケート」

熊本市に集計結果報告と意見交換

この時は熊本城ホール、または、⽩川公園で
HAPPY PARKを開催できるか模索していた

新型コロナ発⽣で中断

2020年3月12日
熊本日日新聞朝刊に記事掲載

ホームページで
集計結果を公開中

（短期間で600件の声を集計）

2020年の活動：「声を届ける」



◯開催⽇程 5/13(⽔)、 16(⼟) 、 20(⽔) 、23(⼟) 、 27(⽔) 、 30 (⼟)
◯価格 ⼦ども⽤ / 350円 ⼤⼈⽤（飲⾷店製⽇替り） / 500円
◯受取り場所 （⽥迎⻄校区）

①⽥迎公⺠館
②⽥迎⻄地域コミュニティーセンター

◯受取り時間 11:30〜12:00
（分散登校があった27⽇（⽔）のみ、12:30まで）

⼦ども⽤提供数 ⼤⼈⽤提供数
5/13(⽔) 61 21
5/16(⼟) 46 32
5/20(⽔) 61 20
5/23(⼟) 48 28
5/27(⽔) 63 27
5/30(⼟) 60 32

合計 339 160

2020年の活動：「 給食ランチ」

コロナ休校中の親子のお昼ご飯サポートの必要性
３食のうち、１食だけでも親子にほっとして欲しい



2020年の活動：「 給食ランチ」

◯調理担当 まつや⾷堂様

◯作業場所 おやこカフェHimawari様

◯提供場所 ⽥迎⻄校区⾃治会様

◯⾷材提供
熊本⼤同⻘果様
⼦出藤農園様
JA⼥性部様
元住まい⼯房様
フードバンク様
合同会社いたふ様

◯衛⽣消毒⽤品提供
ロハス南阿蘇様

★ご寄付・協賛くださった個⼈の
⽅々にも⼼から感謝申し上げます。

広報実績
• 5/13 18:15〜 KKTニュース特集
• 5/13 18:00〜 KABニュース特集
• 5/14熊本⽇⽇新聞朝刊掲載

• SNSを使った情報発信



◯開催⽇程 7/8(⽔)、7/21(⽕)

◯開催場所 アラセンハウス熊本南店（熊本市南区）

◯出店者数 7/8(⽔)︓12店 7/21(⽕)︓19店

◯来場者数 7/8(⽔)︓27名 7/21(⽕)︓59名

◯豪⾬災害募⾦箱設置 集まった⾦額 10,000円
寄付先︓佐敷街道佐敷宿 交流会館 桝屋様 5000円

⼀般社団法⼈ ロハス南阿蘇たすけあい様
4900円（振込⼿数料100円）

2020年の活動：「おうちマルシェin アラセンハウス」



2020年の活動：コラボマルシェ in イオン大牟田店

【⽇ 程】 2020年11⽉22⽇（⽇）
【時 間】 10:00〜15:00
【場 所】 1F ありあけコート
【出 店】 ４店舗
【ステージ】メイクアップとカラーコーディネート

のショー

FMたんと秋フェス内でのマルシェコーディネートを依頼されての開催



2020年イベントが開催できない中で気がついたこと

私たちの
得意なこと

◯わくわく感︕
◯⾃分もやりたい︕
◯癒されて欲しい︕
◯家族みんなが楽しめる
◯出会いやつながり
◯幅広いニーズ（困り事）

に応えられる

◯基本はリアル開催したい︕
◯来場者に味わって欲しいのは、

何よりも、⼈のつながりに恵まれている!︕

◯ニーズ調査（声を届ける活動）
◯新規サービスのコーディネート
（給⾷ランチ実施のためのコーディネート）

◯コラボHAPPY PARK
◯⼦育て層向け情報発信⼒
◯新商品開発

イベントで⼤切
にしたいこと

⼼が満たされること



ステークホルダーとの関係

企業・行政

出店者

・ママ作家
・個人事業主
・フリーランス
・学生

A1:・特技・能⼒・サービスを発表OK
・ワクワクや癒しの提供OK
・新規顧客開拓OK
・顔の⾒えるコミュニケーションOK

A2:・ワクワクや癒しとの出会い・体験OK
・困りごと解決OK
・多様なコミュニティと出会い孤⽴感解消OK

A3:・横のつながりができるOK

A1

A2

・協賛企業
・子育て担当課
・まちづくり担当課
・今後、地域振興課

一般市民
・ファミリー層
(主に子育て世代)
・０歳～60代の
男女（学生はこちらにも？）

B1 B2

B1:・企業や⾏政（⼜は担当課）と出会い、
コミュニケーションが取れるOK
・熊本の企業を知ることができるOK

B2:・サービスや商品を広報・宣伝し
体験してもらえるOK

・新規顧客開拓OK
・⼈材開拓（学⽣さんとか。会員制︖）

C1

C2

C1:・⼈材開拓
・ターゲット層を顧客に持つ
事業主とつながれる

C2:・企業や⾏政（⼜は担当課）と出会い、
連携して新規事業創出の可能性

HAPPY 
PARK

D1 D2

E2
E1

F2
F1

D1:・場の提供OK
・オンラインの場の提供
・連携のお⼿伝い

D2:・出店OK
・出店者の声を集めるOK E1:・ワクワク・満たされる・出会いOK

・給⾷ランチなど、要求に応じ
たサービス創造と提供OK

E2:・市⺠の声を集めるOK
・HAPPYな循環の場をボランティア
や寄付で⽀える、参加する⼀部OK
(活躍の場があってワクワク参加)

F1:・協賛、⽀援、後援、共催、協⼒OK
F2:・場の提供OK ・まちづくりOK
・新規事業の提案OK︖
（⼩規模マルシェの商品化など）
・連携のお⼿伝い
・⼈材紹介
・出店者や市⺠の
声を届けるOK

OK︓既にできてる部分（結構ある︕）

A3



資 源 活 動 直接の結果 初期成果 中期成果 ⻑期成果

ヒ ト

モ ノ

情 報

カ ネ

「心が満たされる場を創ることでHAPPYの循環が生まれる」

街中
HAPPY PARK
（2019年2回）

おうちマルシェ
（⼩規模マルシェ）

☆商品開発
マーケティング

オンライン
HAPPY PARK
（検討中）

☆コラボ
HAPPY PARK
（2020年〜）

☆
HAPPY PARK開催で
得たノウハウを発信

HAPPY PARK開催に
より
・出店者約100店舗
×◯回/年
・協⼒企業・団体30
団体×◯回/年
・来場者1­3万⼈
クラファンなどの実
施で繋がれる市⺠
300⼈×◯回/年

出店者、企業・⾏
政、⼀般市⺠のネッ
トワークが「資源」
となる

外部からの依頼によ
るHAPPY PARK開催
◯回/年

⼦育て層に向けた
SNS講座、マルシェ
コーディネート講座
開催など

ファーストにぎにぎ
給⾷ランチ・

声を届ける活動

・出店者の⾃信
・出店者の横のつな
がりや安⼼感
・出店者の顧客獲
得、売上UP
・協⼒企業の顧客獲
得、売上UP
・街の賑わいづくり
・来場者の家族の思
い出づくり
・来場者の困り事の
解決
・来場者のやる気や
⾃⼰肯定感UP
・メンバーの経験値
UP

メンバーの⾃信・
モチベーションUP

HAPPY PARKの
認知度UP

主に⼦育て世代
や⼥性のニーズ

把握

出店者ネットワーク・
開催場所の広がり

イベントとしてのブラ
ンド化

憧れ・⽬標となる
市⺠の参加したい
気持ちUP

個⼈としてもフリーラ
ンスとして⾃信・居場
所・仲間がいる

フリーランスでもどん
な働き⽅でも孤⽴しな

い社会になる

参加する⼈の満⾜UP
でサポーター増員

企業や⾏政のターゲッ
トとのコミュニケー
ションが容易になる

ニーズに基づい
た新商品・新

サービス開発が
⾏われる

⼼が満たされる場
を創ることで

HAPPYの循環が
⽣まれる

⼈材としての個⼈
や出店者が社会に

認められる

提⾔・協働・委託
事業（まちづくり
や⼦育て⽀援）が
⾏われるようにな

る

ニーズに応える新
たな商品やサービ
スが⽣まれやすい

環境になる

サポーターからメ
ンバーになりどん
どん社会で活躍す

る

たくさんの市⺠が
参加して⽀えても
らうイベントが定

期開催される

・出店者のネット
ワーク
・企業・⾏政のネッ
トワーク
・⼀般市⺠のネット
ワーク
・協⼒者の繋がり
ママ友、専⾨知識の
ある⼈、マスコミ関
連、オルビス助成
ファミリー
・団体スタッフ

・出店料（会費に近い）
・協賛⾦
・助成⾦など
・寄附⾦

・⼈の繋がりで得る
情報
・研修での学び

・ミーティング場所

☆の部分を2021年事業として実施しながら、コロナの状況を⾒て、街中HAPPY PARKの準備をする



HAPPYの循環をもっと広げるために

ノウハウ
発信

ブランド化

事業・財源
組織強化

◯ノウハウを⼀般化して発信
→他地域の⼈でも同じコンセプトで

運営可能
◯イベントのクオリティ
「わくわくできる、
幅広いニーズに応えられる、
家族みんなが楽しめる」を死守
→ブランド化

◯持続可能な運営・発信のために
・事業強化︓イベントだけでなく、オンラインハピパ、

新規事業（コラボマルシェなど）提案、⼈材紹介などにトライ
・財源強化︓助成⾦、事業収益（協賛）だけでなく、

⽀えてもらう仲間と寄付の仕組みづくり
・組織強化︓⼀般化されたノウハウを使って、わくわく参加して

もらいやすい仕組みづくり。



2020年収支報告

2021年は、働きかた改⾰やリモートワークが進み、
ますます増えていくであろうフリーランスで働く全ての⼈が
その素晴らしい技術を発揮できる場、その技術を必要とする
⼈とつながれる場、また、⼦どもからお年寄りまで幅広い
年代の⼈がワクワクできる場として、多くの企業・団体・
市⺠に⽀えられながら成⻑して参ります。

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

2020年収入（341,750円） 2020年支出（306,650円）


